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アレルギーやアトピーなどの自己免疫疾患は、カルシウム不足が主な原因の一つであるこ
とが解ってきました。
自己免疫疾患は、免疫細胞の情報交換がうまくいかず、異物と間違えて、自分自身の細胞
を攻撃してしまうことです。自己と非自己の区別ができなくなります。この情報交換に重要な役割をしているのがカルシウムなのです。
神経細胞は、カルシウムの出す信号によって細胞から細胞に情報が伝えられ、免疫細胞は、神経細胞から情報を受け取り、行動を起こします。
高血圧とカルシウムでも書いたように、カルシウムが日常的に不足すると、副甲状腺ホルモンが多量にでて、免疫細胞にも神経細胞にもカルシウムが多く入り、免疫反応が過剰な反応をしたり、間違った反応をするのがアトピーやアレルギーなのです。
カルシウムが不足すると細胞が不安定な状態になるため、安定した状態に戻ろうと防御反応を起こします。その防御反応が、細胞の興奮状態を引き起こしてイライラするのです。
その他生理機能全てに関係しているカルシウムは、数多くの場面で、その力を発揮する重要なミネラルなのです。
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　近年カルシウム不足をしている事は、毎年発表の国民栄養調査でも言われています。食事で無理ならサプリメントのカルシウム剤を摂取する事をお勧めします。









